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岐阜市教育委員会　学校指導課
教育実習生が伝染病感染の可能性がある場合の対応について

教育実習生が、教育実習期間または実習前において、伝染病感染の可能性がある場合については、以下のことを基本として対応してください。
１　実習期間前に伝染病に感染し、教育実習への影響が予想される場合

（1） 実習生は、まず医師にかかり診断を受ける。

（2） 実習生は大学に医師の診断内容について報告し、教育実習についての指示を仰ぐ。

（3） 大学は、実習生の病状及び医師の診断内容を把握した後、岐阜市教育委員会と実習校に、まず電話で、教育実習が計画通り実施できない旨を連絡する。

（4） 大学は実習校と、治癒後の教育実習の実施が可能かどうか相談し、その結果を実習生及び岐阜市教育委員会に報告する。
（5） 実習を取りやめる場合は、本人及び大学が教育委員会と実習校に文書で連絡する。

　

２　実習期間中に伝染病に感染した可能性がある場合

（1） 実習生は、まず医師にかかり診断を受ける。（遅刻、早退、欠席する場合は必ず本人が学校に連絡し了解を得ること）

（2） 実習生は、医師の診断結果を実習校及び大学に報告し、出席停止期間は治療に努める。

（3） 大学は、実習生の病状及び医師の診断内容を把握した後、岐阜市教育委員会と実習校に、まず電話で、教育実習が計画通り実施できない旨を連絡する。

（4） 大学は実習校と、治癒後の教育実習の実施が可能かどうか相談し、その結果を実習生及び岐阜市教育委員会に報告する。

（5） 実習を取りやめる場合は、本人及び大学が教育委員会と実習校に文書で連絡する。
　３　伝染病の種類について（学校保健安全法施行規則第十八条）

· 第1種（治癒するまでが出席停止の期間となるもの）

　　エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘瘡、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がSARSコロナウィルスであるものに限る）、中東呼吸器症候群（病原体がMERSコロナウイルスであるものに限る）及び特定鳥インフルエンザ、新型コロナウイルス
· 第2種（種類によって出席停止の期間の基準があるもの）

　　インフルエンザ、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、水痘、咽頭結膜熱、結核及　び髄膜炎菌性髄膜炎
· 第3種（病状により医師が感染の恐れがないと認めるまで出席停止となるもの）

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、その他の伝染症
連絡先： 　岐阜市教育委員会　　学校指導課　　　
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